
42 リクルート カレッジマネジメント 247 │ Jan. - Mar. 2026 43リクルート カレッジマネジメント 247 │ Jan. - Mar. 2026

特集2　年内入試の拡大と多様化

本学の2024年度のAO入試と公募制推薦入試の志願者

数は合計805名と決して多くありませんでしたが、12月

に実施している給費生試験の志願者数は8,962名で、合計

すると約1万人が年内志願で集まっています。

しかし、本学のこれまでの公募制推薦入試は出願資格等

が学部学科ごとに細かく分かれており、一見して分かりに

くいものでした。日本には約800もの大学があり、各大学

が多様な入試を展開しているなかで、志願者数を増やすに

は進路指導の先生や保護者の方々を含め、ステークホル

ダーが一度聞いたらすっと理解できるようなシンプルな

設計にしなければなりません。昨今の年内入試志向の高

まりと大学入学者選抜実施要項の改訂に対応しつつ、分か

りやすさに振り切ったのが今回の入試改革です（図表1・

2）。一定の基礎学力の担保など大学として譲れないライ

ンをいかに分かりやすく示すかを徹底しました。

本学はコロナ禍以降も志願状況が安定しており、入試制

度改革の必要性を感じていませんでした。しかし、これだ

け市場動向が変化し、28年度には東京23区の定員抑制も

解除される状況で、しっかりした施策を打ち出す必要があ

ると考え、このタイミングでの改革に踏み切りました。

 給費生試験は本学の開学当初の

1933年から実施している伝統あ

る試験で、「経済格差が教育格差を

生まないこと」をコンセプトに、初

回から地方会場も設置して実施し

ており、全国から志願者が集まり

ます。3教科を課す試験なことも

あり、他大学を含めた年明け入試

前に実力を測る試金石としての位

置づけが大きいです。現在では合格発表が共通テスト前

ということもあり、年明け入試が本命で力試しする層と、

本学への志望度合いが高い層の両者が受験しており、比率

的には50：50くらいです。給費生試験を経た入学者は基

礎学力の高い層で、大学教育にも馴染みやすく、本学とし

ても引き続き注力したい試験区分の1つです。

今年度は、給費生として合格した場合の奨学金を4年間

で最大880万円から920万円に増額したほか、高校や他

大学でも活用が進む英語外部試験利用を導入しました（一

般選抜等ほかの区分でも実施）。これは、経営学部（国際経

営学科）・外国語学部・国際日本学部というグローバル系3

学部が集うみなとみらいキャンパスを中心にしたブラン

ディングにも寄与するものと考えています。そして、今年

の大学入学者選抜実施要項改訂に合わせ、総合型選抜に区

分を改め、評価対象としてエントリーシートを追加しまし

た。

新設した2種類の総合型選抜は、それぞれターゲットが

異なります。総合評価型は、これまでのAO入試・公募制推

薦入試と大きく考え方は変えず、高校時代の活動を評価す

る枠組みのなかで、多様な人材を確保するため学部学科ご

とに必要な選考を課しています。一方、評定平均値（25年

度は概ね3.5～3.8、学科により異なる）を置くことで基礎

学力を担保しています。適性検査型は評定平均値による

出願条件は設けず、高校時代の学習習慣を重視した選抜を

行います。これは入試の早期化が進むほど、高校段階のカ

リキュラム習熟度が低くなる懸念があるためで、大学教育

に繋がる基礎学力の担保として、調査書を日常的な学習状

況、学習習慣等を含めた高校生活における総合的な成果と

位置づけ高く評価します。また、適性検査型の出題範囲は

高校2年修了時までとし、高校3年生のカリキュラムに影

響を及ぼさないなかで評価を行います。

総合評価型は今年度の志願者数が1,361名で、昨年度の

AO入試と公募制推薦入試を併せて805名だったことを

踏まえると、大きく増加しました。これは、①入試方法や

名称を分かりやすくしたこと　②ホームページやSNSを

積極的に活用したこと　③全国の高校に周知する等、広報

量を増やし情報発信を強化したことの成果だと思います。

また、今年度は高校ガイダンスで首都圏に限らず多くの高

校にお招き頂くことも増えました。大学全体の資料請求

数も増加しており、イベントや説明会での集客増加により

総接触人数は昨年比1.3倍ほどに増え、注目度の高さを感

じるところです。入試関連イベントへの保護者参加も年々

増えており、受験生にも教員にも、保護者にも分かりやす

い入試制度にしていく必要性は日々感じるところです。

本学にとって大事なのは、これからの時代に備えて大学

のポジショニングと入学者の質をどう上げるかというこ

とです。今回の入試改革は、入学者の質の担保を入試区分

で分担しました。今後も時代のニーズに合わせて変わり

続けることが大切です。来年度も、改革スピードを緩めず、

需要のバランスを見極め、縮小するところと拡大するとこ

ろを色分けした改革を想定しています。

本学の入試事務部においては、改革の継続性を担保する

意味でも、入試現場で起こる事象、ちょっとした違和感や

気づきをきちんと共有し、今後に生かす組織風土をさらに

醸成していくべきだと考えております。

また、年内入試のニーズが高まると、年内入試のほうが難

易度が上がってくる可能性があると思っています。受験生

の質の観点では、より本学の教育に馴染みやすい、成長可能

性の高い人を獲得していきたいです。そのため、年内、年明

けを問わず「この水準までいかないと神大は受からない」と

いうことを認識させ、きっちり選抜を行っている大学であ

るという認知を重ねていきたいと考えています。

C A S E 03 神奈川大学

入学者の質向上とステークホルダーへの分かりやすさを
軸足に置いた2026年度入試改革

DATA ●神奈川大学
学生数 19509 名（学部 19001 名・大学院
508 名。2025 年 5 月 1日現在）
11学部（法、経済、経営、外国語、国際日本、
人間科、理、工、建築、化学生命、情報）
神奈川県横浜市

2026年度入試改革　「給費生試験の変更」「総合型選抜（総合評価型）・総
合型選抜（適性検査型）の導入」

10 月 総合型選抜
（総合評価型）

・出願資格は評定平均値のみ
・全学部学科（※）で導入、他大学併願可（一部を除く）、同一日程併願不可

11 月 総合型選抜
（適性検査型）

・2 科目型適性検査と評定平均値の得点化、書類選考による総合評価
・全学部学科（※）で導入、他大学併願・同一日程併願可
・入学検定料 2 併願目は無料
・英語外部試験利用の導入

12 月 給費生試験
・出願書類にエントリーシート提出
・英語外部試験利用の導入
・奨学金給付総額を 2025 年度最大 880 万円→ 920 万円に増額

1 月 大学入学共通テスト利用入試 ・入学検定料 2 併願目は無料

2 月 一般入試（前期）
・全学統一型（全学科での同一日程併願）の導入
・入学検定料 2 併願目（全学統一型）は無料
・英語外部試験利用の導入

3 月 一般入試（後期） ・英語外部試験利用の導入

名称 試験日 試験場 対象 選考方法

総合型選抜（総合評価型） 2025/10/12
横浜キャンパス 
みなとみらいキャンパス 
※学部学科により指定

全学部学科 
※外国語学部英語英文学科

GEC プログラムを除く

以下 3 点の総合評価 
（１）書類審査：調査書、エントリーシート（①志望理由書、②活動報告書） 
（２）筆記試験（90 分）：小論文または教科・科目に係るテスト
（３）面接試験

総合型選抜（適性検査型） 2025/11/16 横浜キャンパス

以下 2 点の総合評価
（１）書類審査：調査書、自己推薦書（200 字以上 300 字以内、高校時代に意欲

的に取り組んだことについて述べる）、英語外部試験スコア証明書（利用する
場合）

（２）評定平均値× 10（50 点）と適性検査【筆記試験：国語または数学＋英語（各
70 分：各 100 点）】、エントリーシート

給費生試験 2025/12/21 全国 23 会場 全学部学科
（１）書類審査：調査書、エントリーシート
（２）学力検査：3 科目の合計点：地歴・公民、理科、数学、国語、外国語から学

部学科により指定する 3 科目

図表2　総合型選抜と給費生試験の概観図表1　今年度入試の変更点一覧

※外国語学部英語英文学科 GEC プログラムを除く

給費生試験を筆頭にした年内入試を、
ステークホルダーに分かりやすくするための入試改革

給費生試験は総合型選抜の区分に仕立て直し

ターゲットの異なる2種類の総合型選抜を新設

将来に向け入学者の質と
大学のポジショニング向上を目指す

2026 年度入試改革の
大学 HP ビジュアル

入試事務部部長
勝又章好 氏

https://souken.shingakunet.com/publication/collegemanagement/



